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500幅以上の収量が得られることがわかり，そのた

めの技術条件として基盤改善，地力向上策が指摘され

た。転換畑において作物の定着化が促進される条件と

してイネに近い収益性が要求されるが，現段頗（転作

奨励金）ではほはそれに近い収益が得られるが，ダイ

ズの価格のみではまだイネに劣ることは明らかであり，

更に高位収量獲得のための技術対策が望まれる。

水田転換畑多収ダイズの生育型について

大沼　彪・岡田　幸三郎

（山形県鼻業試験場最上分場）

1　ま　え　が　き

転換畑は土壌保水に恵まれダイズ多収に有利な条件

を備えていることは既に明らかにされている。ダイズ

は過剰水の排除及び土虜改良等により阻害要因の改善

を計ることで，多収に必要な形質が容易に確保され内

容が充実し極めて高い収量をあげることが可能である。

当場では昭和48年度より1Da当り〔0毎の子実収

量を目標に多収実証し継続検討中であるが，過去2カ

年間いずれも目標収量が得られている。

ここに多収時における生育型について取りまとめ報

告する。

2　試　験　方　法

1　ほ場及び栽培条件

（1）土壌の理化学性調査の概要

転換前の土壌は，グライ層を有し腐植にすこぶる富

（2）栽培方法の概要

第1表　供試条件

む火山灰土壌で，耕起はしやすいが保水力が大きく排

水は中程度なので，降雨時の停滞水が問題となる。ま

たCaO多く塩基飽和度も50～dO帝と高いが置換性

K20は7～18昭で，畑に比較して少ない。なお2暦

のP205がtr已COなので深耕の場合は問題である。

土壌のpFは大きく48～59V肇で乾燥に対しては極

めて有利な土壌である。耕土も20m余あり深く，水

稲の収量は800毎を維持している。

転換後は下層は特に気相に恵まれ「般畑並みの状態

で・陪きェ及び明き上を有するため縦珍透が良く滞水

はほとんどしない。

耕起後の土壌構造（土塊構成）については転換畑第

1年日と同様2年目においても15～20珊下層位で

1・0‘Ⅶ以上5・0‘潤までの比較的大きな土塊（40喀余）

で占められているが・これが地下排水を良好にし，下

層位の水分低下に伴う地温の上昇，及び気相率を高め

ている要因と思われる。

試験年度 ほ場条件 土　 壌　 改　 良
（転 換 初 年 目 実 施 ）

耕深及 び排水対 策 栽 培 法 の 改 善

昭 46

転 換 畑 石灰 及び燐厳 質肥料に より 55 －日ア ト　ラ クター に よる 唾立 （半高瞳 ）シー トマルチ

初 年 目 燐吸の 2．5 痴 相当量 （作土 ロータ リー耕 2 回 栽培， 5 菓時摘芯

10cm ）投 入。 1回 目は 20 m 劇 2 回 目は 品種，オ クシ p ノ，コケシジロ

4 7

転 換 畑 塩基飽 和度 80 啓を 日原 20 普通耕 周囲 に明 き上設定地 唾立 （半高唾 ）無 マルチ

2 年 自

（連 作）

（7花全層混入 下 50 （Ⅵ深 に暗 き 上有 栽培 K2 0 5 0 珍増株 1 本～ 2 ．本

立， 品種，オクシロメ， コケシジp

第2表　改良資材量

作 土 （1 0m ） の
容 積 重

1 0 の符作 土量 燐 酸 吸 収 係 数 改 良 資 材 量 （吻 ／a）

燐 酸 吸 収 係 数 （a 当 り ） （2．5 珍相 当 P 2 0 5 ） よ う　りん 過　 石

2．2 5 0 7 0
　　 吻
スD D O 4．0 1 2 0 9 4
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窮5蓑　耕種概要（下記以外は一般耕唾概要による）

ー121－

項　 目 転　 換　 畑　 初　 年　 目 転　 換　 畑　 2　年　 目

播　 盛　 期 5月15 日（択癌歯接種） 5月18 日（根瘡歯接種）

播　種　密　度

瞳幅100（湖，瞳問4ロ（Ⅶ 瞳幅100の，畦間40のⅥ

粂間70m ， 株間15（Ⅶ1本立 粂間70m ， 挟間24（Ⅶ

a当り952本 株1本及び2本立

a当り595～1，190本

肥　　 料

（吻／a）

堆肥12ロ，苦土石灰10 堆肥120，苦土石灰8

大豆化成7 大豆化成7

成分（Ⅰ寸－0．21，P205－0．65，K20－1．05） 成分（Ⅳ－0．21，P205－0．65，K20－1．50）

栽培方法については，第1～5表によって行った。

転換畑初年口は土壌改良，深耕，シートマルチ栽培，

転換畑2年目では，無マルチ，E20増施，播種密度に

特に留意するよう心掛けた。

5　試　験　結　果

転換畑初年目で目標収義dO晦に達したのは，オクシ

ロメ．シートマルチ栽培区であり，子安重は82■1毎，

また転換畑2年目においては，オクシロメ，無マルチ

栽培棟2本立区が占2．9毎の子実収量が得られている

（第1図）。

コケシジロ　　オクシロメ　コケシジロ　　　オクシロメ

第1図　転換畑多収実証試験子葉重（吻カ）

以上，目標に達した2区を中心に生育型について述

べると次のとおりである。

1　観察及び生育調査

生育経過を第2図でみると，シートマルチによって

発芽が5日早まり生育量は増大するが，開花及び熟期

の促進効果は梅めて小さい。また，多収を得るに必要

な形質確保は無マルチ区よりも容易であるが，過繁茂

による生育障害は当然感念される。転換畑2年目にな

ると初年目よりも茎長の伸びが良いが茎径は一般に細

味であり倒伏による障害も多目になる。なお，どん葵

期以降成熟期までの稔実期間が特に長い。

第2図　茎長，1次分枝数及び生育日数

どん葵期における各形質の乾物重調査についてみる

と，葉，葉柄，茎部いすれも高いがシートマルチによ

って特に茎部の増加が著しい（第4表）。
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第4表　どん賽期における調査

ほ場

条件

　　 項 目

区 名

劇 当　 り　乾 物 重 （め 葉が 当 り

乾 物 重

葉 面 横

指　 数葉　 重 葉 柄 重 茎　　 重 幼 禾 重 板　　 重

転

畑

初

年

目

オ クシ ロ メ

ノー トマル チ区
5 1 5．2 4 7 5．8 7 5．8 7 5．°

才

5．9

　 ′／
無 マ ル チ 区 2 0 5．9 5 2 5．5 4 8．5 8 2．7 － 5．7

転 二

年

畑 目

雪祭 ）ル チ 区 1 9 0．4 1 2 5．8 2 5 4・7 l 9 1．9 5 9 5 5 4・4 l 5，5

無　 マ　 ル　 チ　 区 2 0 5．5 1 2 2．0 1 9 5．2 1 0 0．0 5 0．8 5 8．2 5．5

葉面積指数については，5～dの範用でオクシロメの

特性として本葉が概して小さく菓数が増加しても葉乾

物多がコケシジロのように低下しない有利性がある。

シ‾トマルチ区は主事長及び分枝長が長く総分枝数

が多い（第5表）。なお転換畑2年目において2次分

第5蓑　成熟期における調査

枝数の増加が顕著で過繁茂の様相をたどったため着葵

率が低下している。（参考）一般畑区に比較すると茎

径が太く特に着葵及び粒の稔性が極めて良い。

2　収量調査

ほ場

条件

転

畑

　　 項 目

区 名

l 主 茎 長

線 分 校 数 総 節 数 平 均 節 聞 長
脚　 当　 り

完 全 英 数 完 全 粒 数 完 全 粒 重

オ ク シ ロ メ

シ ー ト マ ル チ 区

（1乃 本 節
（7万

1，4 7 7 2，8 2 8

タ

初

年

目

9 4．5 1 4，8 7 5．9 － 8 7 2．8

　 ′′

無 マ ル　 チ　 区
8 7 1 7 6 5 4．9

－ 1，2 8 7 乙2 5 9 5 d 4．8

転

些

年

目

オ ク シ ロ メ

シ ー ト マ ル チ 区
8 2．9 1 7 6 1 1 1．4 5．1 1，2 2 2 2，8 4 7 ‘9 7 8

　 ′′

無 マ ル　 チ　 区
7 R 8 5．4 5 5．° 5．6 1，°4 9 2，7 7 7 7 0 5．5

（ 参 考 ） 一 般　 畑 5 5．2 5．4 5 1．0 5．4 9 8 8 1，6 4 （～ 5 8 5．7

諸形質で勝るシートマルチ及び無マルチ区が目標収　ない株を選び調査したが，第5図に示すように7月10

量に達したが（参考）一般畑区に比較して粒肥大が良　日及び7月20日調査時とも葉柄の伸びが良い株は疎

く百粒垂も重い0また紫斑粒も転換畑条件になると多　当り子実重も重い関係を有するようである。また主茎

目である（第6表）0　　　　　　　　　　　　　　及び分枝別着実割合はオクシりがコケシジ。よりも

次に葉柄長と子実重との関係を・まんか，倒伏の少　高く珠2本立によって高まる頗向がみられる。

第8表　収量及び障害粒調査

ほ 場

条 件

　　 項 目

区 名

a　当　 り 収 量 （毎 ） 障 害 粒

（毒 害澄 歩 馨
百　 位　 重

全　 重 稗　 重 子 実 重 屑 粒 重

転

用
オ　 ク　 シ　 ロ　 メ

1 2 （～．9 8 5．9 d 2 ．1 0．9

（紫 斑 ） 痴 グ

初

年

日

シ ー ト　マ ル チ 区 5 1．5 2 5．8

無　 マ　 ル　 チ　 区 1 1 0．6 5 5．2 5 4．0 1．4
（〝 ）

2 9 0
2 5．0

転

攣

年

目

オ タ シ ロ メ

シ ‾ ト マ ル チ 区
1 2 2．5 8 1，0 ‘ 0．8 0．7 8．2 2 8．4

　 ′′

無 マ ル　 チ　 区
1 2 5．2 d 2．0 8 2．9 0．5 1 1．8 2 5．5

（ 参 考 ） 一 般　 畑 区 7 8．0 4 0．8 5 占．4 0．8 2．4 2 2．1
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（9）
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葉　　柄　　長

第5図　葉柄長と子実重との関係

4　む　　す　　び

多収に必要な生育量の確保のためには初期生育の促

進を図る必要がある。またどん賽期以降は最も重要な

時期でありこの時期の茎及び葉柄部の乾物多を高める

ことが着葵を良くする。

転換畑は根の活力が良く稔実期間が延長することか

ら粒肥大に好結果をもたらすが，しかしこの期間の二

次分枝の多発及び分枝の過剰伸長は若菜を不安定にす

る。また紫斑粒の多発を招きやすい。

主茎枚数割合が高く，上位分枝（第5位以上）の粒

肥大の良い品種及び生育型によって多収が得られるよ

うである。

ラッカセイマルチ栽培における病害防除について

野崎　光夫・柳原　元一・井上　倣

（宮城県農業セ∴／ター）

1　ま　え　が　き

前回の報告では，ラジカセイをフィルムマルチ栽培

することにより，裸地栽培に比較して安定した収量が

得られ，更に多収を得るためには個体の生育量増大に

依存するよりも，株数増による効果の大きいことを明

らかにした。

しかし，マルチ栽培においては，初期生育がおう盛

で茎葉の繁茂量が多く，そのため灰色カビ病，禍斑病，

汚斑病などの病害が発生しやすくなり，その被害程度

も大きい。したがってこれら病害の防除は安定多収の

第1表　供武条件（試鹸l）

確保に不可欠の要素である。

本報告は，これら病害の防除体系確立のため，昭和

48～47年の∠か年にわたって検討した結果である。

2　　試　験　方　法

試験工（昭和46年度）

供試条件を第1表に示した。使用フィルムはホーリ

ーシート9215，栽植様式は瞳廊100cm，粂間45C研，

2灸，探聞15と汀lとし，品種は関東18号で，5月15

日に播種した。

（昭48）

散　 布　 時　 期 （月 日）

．7 12 7 19 ス28 巨 2 巨 9 8．1° ；

区　　　　名
a当り
散布量

×

×

×

●

×

×

×

〉く

◎

×

×

×

×

◎

×

×

1 5 g

〝

／′

〝

〝

× × × × × × 〉く

◎ ◎ ● ◎ ● ● ●

△ △ △ △ △ △ △

－ － － － － － 〝

備　　　　　考

（　）成分含有率

スクレヅクス絹花前期5回散布

スクレククス綿花中期5回散布

スクレククス用花後期5回散布

トリアジン・スクレックス交互散布

スクレックス連続散布

トリアジソ連続散布

トリアジソ

マンネブダイセソ
混合散布

無　敵　布

×　スクレックス水和剤

1500倍液（50喀）

◎トリアジン水和剤

800倍液（50喀）

△トリアジソ水和剤，マソネブダイセ

ン水和剤（70番）

混合600倍液

各処理とも小型噴穿機使用


